ほんもん ところ はたご や ちゃく 

て、 …… と 本文に ある 処さ、 旅籠 屋へ 着の 前に、 停 

車 場 前の 茶店 か 何 かで、 一 本 傾けて 参ろう かな。 (ど 

き だはち その もと 

うだ、 喜 多 八。) と 行きたい が、 其 許 は 年上で、 ちと そ 

りが 合わぬ。 だが ね、 家元の 弥次 郎兵衛 どの 事 も、 伊 

勢路 では、 これ、 同伴の 喜 多 八に はぐれて、 一 人 旅の 

とぼとぼと、 棚から ぶら 下つ た 宿屋 を 尋ね あぐんで、 

泣きそう になった と あるです。 ところで 其 許 は、 道中 

松 並木で 出来た 道 づれの 格 だ。 その 道づれ と、 何ん と 

や ねじべ い 

一 口 遣ろう ではない か、 ええ、 捻 平さん ご 

「また、 言う わご 

と 苦い 顔 を 渋く した、 同伴の 老人 は、 まだ、 その上 



ね かた ほえ 

これ を 聞く と 弥次 郎兵 衛、 口 を 捻じて 片頰 笑み、 

「有難え、 図星と いう 処へ 出て 来たせ。 が、 同じ 事 を、 

これ、 (旦那衆 戻り 馬 乗らん せんか、) と なぜ 言わぬ ご 

がんしょく 

「へい、」 と 言った が、 車夫 は 変哲もない 顔色で、 そ 

のま ま 棒 立。 

二 

おじ ご ふうつ き 

小 父 者 は 外套の 袖 を ふらふらと、 酔った ような 風附 

で、 

や ごしょう 

「遣れよ、 さあ、 (戻 馬 乗らん せんか、) と、 後生 だか 



ら 一 つ 気取って くれ ご 

「へい、 (戻 馬 乗らせん か、) と言うで ございま すかね、 

戻 馬 乗らん せんか ご 

と 早口で 車夫 は 実体。 

ほうしょ うじのに ゆうどう さき かんぱく だ じょうだい じん 

「はは はは、 法 性 寺 入道 前の 関白 太 政 大臣と 言った 

ら腹を 立ち やった、 法 性 寺 入道 前の 関白 太 政 大臣 様と 

来て いる ご とまた ァハハ と 笑う。 

「さあ、 もし 召して 下さい ご 

きま はす とッっ 

と 話 は 極った 害に して、 委細 構わず、 車夫 は 取 着い 

かじぼう 

て 梶棒 を 差 向ける。 

小 父 者、 目 を 据えて わざと 見て、 



「ャレ コリャ 車なん ぞ、 ょォ しょし ご 

「いや、 よしで はない ご 

そえ だけ かれぎ く すが 

とそ こに 一人つ くねんと、 添 竹に、 その 枯 菊の 鎚っ 

おきな 

た、 霜の 翁 は、 旅の あわれ を、 月 空に 知った 姿で、 

「早く 車 を 雇わつ しゃれ。 手荷物 はあり、 勝手 知れぬ 

町の 中 を、 何 を 当に ぶらつ こうで ご と 口 叱 言で 半ば 

つぶや 

眩く。 

「いや、 まず 一 つ、 (ょヲ しょし、) と 切 出さん と、 本 

文に 合わぬ て さ。 処へ喜 多 八が 口を出して、 (しょう 

しもん うまかた 

ろく 四 銭で 乗る べいか。) 馬士 が、 (そんなら、 ようせ 

よせ。) と 言い やす、 馬が ヒ イン ヒ インと 嘶う ご 



で、 二 台、 月に 提灯の 灯 黄色に、 広場の 端へ 蚯 込む 

いした かみち 

と …… 石高 路を がたがたしながら、 板塀の 小路、 土塀 

の 辻、 径路 を 縫う と 見えて、 寂しい 処幾 曲り。 やがて 

一 一階 屋が建 続き、 町 幅が 糸の よう、 月の 光 を 廂 で 覆う 

かけあん どん まばら 

て、 両側の 暗い 軒に、 掛行燈 が 疎に 白く、 枯柳に 星が 

乱れて、 壁の 蒼い のが 処々。 長い 通りの 突 当りに は、 

はしご とおやま はんしょう い 

火の見の 階 子が、 遠山の 霧 を 破って、 半鐘の 形 活ける 

いなぎ-つ 

がごと し。 …… 火の 用心 さっさり やしよう、 金棒の 音 

に 夜更けの 景色。 霜枯 時の 事ながら、 月 は 格子に ある 

もの を、 桑 名の 妓達は 宵寝と 見える、 寂しい 新地へ 

さしかか 

差掛 つた。 



と 博 多 節 を 流して いる。 ：：•• つい 目の前の 軒 陰に。 

てぬぐい ほおかむり やせ 

…… 白地の 手拭、 頰被、 すらりと 痩ぎ すな 男の 姿の、 

軒の その、 うどんと 紅で 書いた 看板の 前に、 横顔な が 

ら 俯向いて、 ただ 影法師の ように \ィ むの があった。 

捻 平 はフト 車の 上から、 頸の 風呂敷 包の まま 振 向 

いて、 何 か 背後へ 声を掛けた。 …… と 同時に 弥次 郎兵 

衛の車 も、 ちょうど その 唄う 声 を、 町の 中で 引 挟んで 

がっきと 留まった。 が、 話の 意味 は 通せずに、 その ま 

ひきだ あと か 

ま 捻 平の がまた 曳 出す …… 後の 車 も 続いて 龃け 出す。 

と 二 台が ちょっと 摺 れ摺れ になって、 すぐ 旧の 通リ 

あとさき 

前後に、 流る るよう な 月夜の 車。 



ほお かむ すず かま うち 

頰 被りの 中の 清し い 目が、 釜から 吹 出す 湯気の 裏へ 

すっきりと、 出た の を 一目、 驚いた 顔 をした の は、 帳 

また ささと 

場の 端に 土間 を 跨いで、 腰掛けながら、 うっかり 聞惚 

じ ま まえだれ 

れ ていた 亭主で、 紺の 筒袖に めくら 縞の 前垂が け、 草 

ももひき なリ 

色の 股引で、 尻 からげ の 形、 にょいと 立って、 

「出ない ぜぇご 

かどづけ きき どく 

は、 ずるい な。 …… 案ずる に 我が家の 門附 を聞徳 に、 

くだん き 

いざ、 その 段に なった 処で、 件の (出ない ぜ。) を 極 

めて こま そ 心 積り を、 唐突に 頰被を 突 込まれて、 大分 

狼狽えた ものら しい。 もっとも 居 合わした 客 はな かつ 

た。 



に、 かたかたと 下駄の 音で、 亭主の 膝 を 斜交いに、 帳 

場の 銭箱へ がっちりと 手 を 入れる。 

「ああ、 御 心配に は 及びません ご 

と 門 附は物 優しく、 

じょうだん ゆする 

「串戯 だ、 強請ん じゃあり ません。 こっちが 客 だよ、 

客なん です よご 

細長い 土間の 一方 は、 薄汚れ た 縦に 六 畳ば かりの 巿 

しょうぎ い 

松 畳、 そこへ 上れば 坐れ るの を、 釜に 近い、 床几の 上 

に、 ト oy を 伸ばして、 

たま ごちそう 

「どうもね、 寒く つて 堪らない から、 一杯 御馳走に な 

ろうと 思って。 ええ、 親方、 決して その 御迷惑 を 掛け 



女房 前垂 を ちょっと 撫でて、 

「ぉ铫 子で ございます かいご と莞爾 する。 

ばち ことり まわ 

門附は 手拭の 上へ 撥 を 置いて、 腰へ 三味線 を 小 取 廻 

うちわ あぐら 

し、 内 端に 片膝 を 上げながら、 床几の 上に 素足の 胡 坐 _ 

すそ かいこ 

ト裾を 一 っ搔 込んで、 

「早速 一 合、 酒 は 良い の を ご 

「ええ、 もう 飛切りの をお つけ 申します よご と 女房 は 

土間 を 横 歩行き。 左側の 畳に 据えた 火鉢の 中 を、 邪険 

ひばし か ほじ かつ 

に 火箸で 搔ぃ 掘って、 赫と 赤くな つた 処を、 床几の 門 

附 へずい と 寄せ、 

「さあ、 まあ、 お 当りな さり まし。」 



「湊 屋、 湊屋、 湊屋。 この 土地 じ や、 まあ あすこ 一 軒 

な だ い せん 

で ござります よ。 古い 家 じ やが 名代で。 前に は 大きな 

女郎屋 じ やった のが、 旅籠 屋 になった がな、 部屋々々 

うち てす リ 

も 昔風 そのままな 家 じ やに、 奥座敷の 欄干の 外が、 海 

と 一 所の、 ^い 掛斐の 川口 じ や。 白帆の 船 も 通ります 

すずき は ぼら おもむき 

わ。 鱸 は 刎ねる、 鲻は 飛ぶ。 とんと 類のない 趣 の 

かわうそ 

ある 家 じ や。 ところが、 時々 崖 裏の 石垣から、 獺 が 

這 込んで、 板 廊下 や 厠に 点いた 燈 を 消して、 悪戯 を 

おそろし 

す るげ に 言います。 が、 別に 可 恐い 化 方 はし ませぬ で。 

こんな 月の 良い 晚に は、 庭で 鉢 叩き をして 見せる。 … 

し ぐ てんぽう せん 

…時雨れ た 夜 さり は、 天 保 銭 一 っ使賃 で、 豆腐 を 買い 



で 済む もの を、 醤油に 水 を 割算 段。 

い あんま 

と 釜の 湯気の 白けた 処へ、 星の 凍てそう な 按摩の 笛。 

つき てんしん こがらし 

月 天心の 冬の 町に、 あたかも これ M を 吹 込む 声す。 

門附 の兄哥 は、 ふと 痩せた 肩 を 抱いて、 

「ああ、 霜に 響く ご …… と 言った 声が、 物語 を 読む よ 

ほがらか さ 

うに、 朗 に 冴えて、 且つ、 鋭く 聞え た。 

「按摩が 通る …… 女房さん、」 

「ええ、 笛 を 吹いて ですな ご 

け たま 

「畜生、 怪しから ず 身に 染みる、 堪らなく 寒い もの だ ご 

かしこま 

と 割 膝に 跪 坐って、 飲み さしの 茶の 冷えた の を、 茶 

碗に 傾け、 ざぶ りと 土間へ、 



な 顔の 按摩 だね ご 

しろ まなこ あお 

と 聞く。 …… その 時、 白眼の 座頭の 首が、 月に 蒼 ざ 

のぞ 

めて 視 きそうに、 屋の棟 を 高く 見た …… 目が 鋭い。 

「あれ、 あんた、 鹿の 雌雄で は あるまい し、 笛の 音で 

よ. つす 

按摩の 容子は 分り ませぬ もの ご 

「ま つ たく だ ご 

つ きつ 

と 寂しく 笑った、 なみなみ 注いだ る 茶碗の 酒 を、 屹 

と 見ながら、 

く さしう つむ ひとりごと 

「杯の 月 を 酌もう よ、 座頭 殿 ご と 差 俯いて 独 言した。 

…… が 博 多 節の 文句 か、 知らず、 陰々 として 物寂しい、 

表の 障子 も 裏 透く ばかり、 霜の 月の 影 冴えて、 辻に、 



とま みの ほ かかりぶ ね 

た 霧 白く、 月に も苫を 伏せ、 蓑 を 乾す、 繫船 の 帆柱が 

すくす くと 垣根に 近い。 そこに 燭台 を 傍 にして、 

クぉ寸 サゴし 

火桶に 手 を 懸け、 怪訝な 顔して、 

「はて、 お 早い お着きお 草臥れ 様で、 と 茶 をーッ 持つ 

としま ただいま ひっこ 

て 出て、 年増の 女中が、 唯今 引 込んだ ばかりの 処。 こ 

れ から 膳に もしょう、 酒に もしょうと 思う ちょっとの 

隙間へ、 の そりと 出した、 あの 面 はえ 9 

この 方、 あの 年増め を 見送って、 入 交って 来る は 若 

いの か、 と 前髪の 正面で も 見ようと 思えば、 霜げ た 

とうがん わらじ ぶちつ つら ふすま 

冬瓜に 草鞋 を 打 着けた、 という 異体な 面 を、 襖の 影 か 

ら斜に 出して、 



(按摩で やす。) とまた、 悪く 抜 衣紋で、 胸 を 折って、 

ろうそくび かみ ぼや あか リ 

横 坐りに、 蠟燭 火へ 紙 火屋の かかった 灯 の 向う へ、 ぬ 

みこしに ゆうどう おやかた めみえ 

いと 半身で 出た 工合が、 見越 入道の 御館へ、 目 見得の 

雪女郎 を 連れて 出た、 化の 慶庵 と言う 体 だ。 

だん まリ さき 

要らぬと 言えば、 黙然で、 腰から 前へ、 板 廊下の 暗 

おんてき たいさん 

い 方へ、 ス— と 消えたり …… 怨敵、 退散 ご 

と 苦笑いして、 …… 床の 正面に 火桶 を 抱えた、 

ほうねん あたま つれ 

法然 天窓の、 連の、 その 爺 様 を 見遣って、 

「捻 平さん、 お 互に 年 は 取りたくない てね。 ちと 三絃 

でも、 と あるべき 処を、 お膳の 前に 按摩が 出ます よ。 

…… 見くびつ たもので はない かご 



「とかく、 その 年 効い もな く、 旅籠 屋の 式台 口から、 

いんぎん うち 

何ん と、 事 も 慇憝に 出迎えた、 家の 隠居ら しい 切 髪の 

ば あさま 

婆 様 を じろ りと 見て、 

ありがた た ぼ す 

(ャ ャ、 難 有い、 仏壇の 中に 美婦が 見える わ、 簀の子 

の 天井から 落ち度い。) などと、 膝 栗毛の 書 抜き を 遣 

らっしゃ るで 魔が 魅す のじ や、 屋台 は 古い わ、 造り も 

広大。」 

と 丸木の 床柱 を 下から 見上げた。 

はか あか リ 

「千年の 桑 かの。 川の 底 も 料ら れぬ。 燈も 暗い わ、 

かわうそ こ い 

獺 も 出よう ず。 ちと 懲りさつ しゃる が 可い ご 

ぞうろう 

「さん 候 、 これに 懲りぬ 事な し。」 



と 奥歯の あたり を 膨らまして 微笑みながら、 両手 を 

ふすま いわ 

懐に、 胸を拡 く、 襖の 上なる 額 を 読む。 題して 曰く、 

リんぷ うぼう かしょうろう 

臨 風榜可 小楼。 

r …… と ある、 いかさま なご 

い ひとたば つか 

「床に 活けた は、 白の 小 菊 じ や、 一 束に して 摑み ざし、 

お 4C- ま 

喝采 ご と讃 める。 

おきな さ 

「いや、 翁 寂び た 事 を 言う わご 

「それ それ、 た つ たいま 懲りる と言うた 口の 下から、 

何ん じ や、 それ は。 や あ、 見やれ、 其 許の 袖口から、 

やつ 

茶色の 手の、 も そ も そとした 奴が、 ぶら りと 出た わ、 

かわうそ 

揖斐 川の 獺 の ご 



な。 …… 松 並木 を 向う に 見て、 松毬の ちょろちょろ 火、 

でんがく 

蛤の 煙が この 月夜に 立とう なら、 とんと 竜宮の 田楽で、 

おとひめ さま しゃれ あね 

乙姫 様が 洒落に 姉さん かぶり を 遊ばそうと いう 処、 ま 

おもむき 

た 一段の 趣 だろう が、 わざと それが ために 忍んでも 

出られまい。 …… 当家の 味淋 蒸、 それが 好かろう ご 

と 小 父 者 納得した 顔して 頷 く。 

「では、 蛤で めしあがります かご 

「何？」 と、 わざとら しく 〔# 「わざとら しく」 は 底本で 

は 「わざとし らく 匕 耳 を 出す。 

「あのな、 蛤で あがります かご 

「いや、 箸で 食い やしよう、 はは ははご 



しん ぞ す こ はげ 

狭い ので、 向う側の 茶店の 新 姐に、 この 小兀を 見せる 

のが 辛かった よご 

と 燈 に 向けて、 てらり と 光らす。 

「 ま HT5 ま 矛 II 

「あ ははご 

で 捻 平 も 打 笑う と、 …… この 機会に 誘われた か、 I 

さ つ き 

I 先刻 二人が 着いた 頃に は、 三味線 太鼓で、 ト トン、 

ジャ カジ ャカじ やじ やじ やん と 沸 返る ばか リだ つ た I 

あゆみ かか 

I ちょうど 八ッ橋 形に 歩行 板が 架って、 土間 を 隔てた 

隣の 座敷に、 およそ 十四 五 人の 同勢で、 女 交りに 騒い 

だのが、 今し がた 按摩が 影 を 見せた 時分から、 大河の 



あにい かんざけ さ 

兄哥 は、 霜の 上の 燜 酒で、 月 あかりに 直ぐ 醒める、 色 

あお つきり 

の 白 いのも そのままで あつたが、 二三 杯、 呷 切の 茶碗 

酒で、 目の 縁へ、 颯と 酔が 出た。 

し .41 つ 

「勝手に ピ ィピィ 吹いて おれ、 でん でん 太鼓に 笙 の 笛、 

こども おつか おかみ 

こっち あ 小児 だ、 な あ、 阿媽。 …… いや、 女房さん、 

それにしても 何 かね、 御当処 は、 この 桑 名と 云う 所 は、 

按摩の 多い 所 かね ご と 笛の 音に 瞳が ちらつく。 

かき はまぐり 

「あんた もな、 按摩の 目 は蠣ゃ 云います。 名物 は 蛤 

じ や もの、 別に 何も、 多い 訳 はない けれど、 ここ は 

しんち しゅ 

新地な り、 旅籠 屋の ある 町 やに 因って、 つい、 あの 衆 

が、 あちこちから 稼ぎに 来る わな ご 



だすな ご 

「違った！ 芸者の 方で、 私が 敵 さ ご 

「あれ、 のけの けと、 あんな 憎い こと 言いな さんす ご 

と言う 処へ、 月は片 明りの 向う側。 狭い 町の、 ものの 

けはい こ まげた 

気勢に も 暗い 軒下 を、 からころ、 からころ、 駒下駄の 

音が、 土間に 浸 込む ように 響いて 来る。 …… と 直ぐ そ 

の 足 許 を 潜る ように、 按摩の 笛が 寂しく 聞え る。 

き つ 

門 附は屹 と 見た。 

「噂 を すれば、 芸妓 はんが 通り まっせ。 あんた、 見た 

いなら 障子 を 開け やす …… そのかわり、 敵 打たり よう 

と 田 a うてな。」 



さま 

くように 立 留まった の も、 門附 はよ く 分らぬ 状で、 

「影 か、 影 か、 阿媽、 ほんとの 按摩 か、 影法師 かご 

と 激しく 聞く。 

「ほんと なら、 どうお しる。 貴下、 そんなに 按摩さん 

、、ゝ KL^l ノヽ ゝ »L, o - 

力. ^しレ 力る 」 

「恋しい よ！ ああ、」 

いき つ ひそ こわだか 

と 呼吸 を 吐いて、 見直して、 眉 を 顰めながら、 声高 

に 笑った。 

「はは はは は、 按摩に こがれて この 体 さ。 おお、 按摩 

さん、 按摩さん、 さあ 入って くんね え ご 

ばち の しょうぎ 

門附 は、 撥 を 除け て、 床几 を 叩いて、 



も 一 つ 憚り だが ついでお くれ、 別れの 杯に なろう も 

矢 ォ/^ 」 

と I 卞を 切って、 ついと 出す と、 他愛な さも あんまり 

まな じり きつ 

な、 目の色の 変り よう、 眦 も屹 となつ たれば、 女房 

だんまり みは 

は 気 を 打 たれ、 黙然で ただ 目を睜 る。 

「さあ 按摩さん ご 

「ええ、」 

「女房さん 酌い どくれ よ！」 

「は あ、」 と 酌 をす る 手が ちと 震えた。 

この 茶碗 を、 一息に 仰ぎ 干す と、 按摩が 手 を 掛けた 

のと 一 緒であった。 



おもて さ、，' わ. 1. 

がたがたと 身震いし たが、 面 は 幸 に 紅潮して、 

はらわた しみとお 

「ああ、 腸 へ沁 透る！」 

「何 かその、 何事 か 存じ ませぬ が、 按摩 は 大丈夫で ご 

ざり ます ご と、 これ もお どつ く。 

r ます ，1 

と 突 張った 手 をぐ たりと 緩めて、 

いのち こた 

「生命に 別条 は 無 さそう だ、 しかし、 しかし 応える ご 

うつむ 

とがつ くり 俯向いた のが、 ふらふらした。 

「月 は 寒し、 炎の ような その 指が、 火水と なって 骨に 

響く。 胸 は 冷い、 耳 は 熱い。 肉 は 燃える、 血 は 冷える 

あつ、」 と 言って、 両手 を 落した。 



ない の だから。 —— 聞きね え、 親な り、 叔父な り、 師 

匠な り、 恩人な りと いう、 …… 私が 稼業 じ や江 戸で 一 

番、 日本中の 家元の 大黒柱と 云う、 少兀の 苦い 面した 

阿 父が ある。 

いや、 その 顔色に 似合わない、 気さくに 巫山戯た 

えど ッ こ ぎょうねん 

江戸 児で ね。 行年 その 時 六十 歳 を、 三つと 刻んだ は 

おかしい が、 数え年の サバ を算ん で、 私が 代理に 宿帳 

をつ ける 時 は、 天地人と か 何ん とか 言って、 禅の 問答 

をす るよう に、 指 を 三本、 ひょいと 出して ギロリ と 睨 

む …… 五十 七 歳と かけと 云う のさ。 I いかね、 その 気 

だもの …… 旅籠 屋の 女中が 出て お 給仕 をす る 前で は、 



さい はじ あきんど 

可い に。 —— と才 発け た 商人 風のと、 でつ ぶりした 金 

の 入歯の、 土地の 物 持と も 思われる 奴の 話した のが、 

うわさ 

風説の 中で も 耳に 付いた。 

叔父 はこく こく 坐睡 をして いたつ け。 私 あ 若気 だ、 

襟 巻で 顔 を 隠して、 睨む ように 二人 を 見た のよ、 ね。 

宿の 藤屋へ 着いて から も、 わざと、 叔父 を 一人で 湯 

へ遣リ …… 女中に もちよつ と 聞く。 …… 挨拶に 出た 番 

頭に も、 按摩の 惣巿、 宗 山と 云う、 これこれした 芸人 

が 居る か、 と 聞く と、 誰の 返事 も 同じ 事。 思った より 

は 高名で、 現に、 この頃 も 藤屋に 泊った、 何某 侯の 御 

かみしも し 

隠居の 御 召に 因って、 上下で 座敷 を 勤た 時、 (さても な、 



鼓 ケ嶽が 近いせ いか、 これほどの 松風 は、 東京で も 聞 

けぬ、) と 御 賞美。 

てきら 

(的 等に も 聞かせたい。) と宗 山が 言われます、 とちよ 

しゃべ わつ し なかま 

ろり と 饒舌った。 私が 夥間を —— (的 等。) と言う。 

的 等の 1 人、 かく 言う 私 だ …… 」 

十三 

「なお 聞けば、 古市の はずれに、 その 惣巿、 小 料理屋 

めかけ いきおい 

の 店 をして、 妾の 三人 も ある、 大した 勢 だ、 と言う 

だろう。 —— 何 を— …… 按摩の 分際で、 宗家の、 宗の 



す さま 

字、 この 道の、 本山が 凄じい。 

さし かに 

こう、 按摩さん、 舞台の 差 は 堪忍して くんな ご 

そつ おさ 

と、 竊と 痛そう に 胸 を 圧え た。 

「後で、 よく 気がつけば、 信 州のお 百姓 は、 東京の 芝 

居なん ぞ、 ほんとの 猪 はない とて 威張る。 …… な、 宫 

重大 根が 日本一なら、 蕪の 千 枚漬も 皇国 無双で、 早く 

言えば、 この 桑 名の、 焼 蛤 も 三 都 無類 さ。 

その 気で 居れば 可い もの を、 二十 四の 前厄な り、 若 

気の 一 図に 苛々 して、 第一 その 宗 山が 気に入らない。 

(的 等。) もぐつ と癩に 障れば、 妾 三人で 赫 とした。 

ひとしきり 

維新 以来の 世が わりに、 …… 一時 私 等の 稼業が す 



摩が。 

え え。 

うぬ あかる 

待て、 見えない 両眼で、 汝が 身の程 を 明 く 見る よう、 

療治 を 一 つして くりょう。 

あくるひ 

で、 翌日 は 謹んで、 参拝した。 

その 尊 さに、 その 晚 ばかり はちつ との 酒で 宵寝 をし 

まくらもと 

た、 叔父の 夜具の 裾 を 叩いて、 枕許へ 水 を 置き、 

(女中、 そこいらへ 見物に、) 

おさ りょうけん 

と 言った 心 は、 穴 を 圧え て、 宗山を 退治る 料簡。 

いすずがわ かぎ 

と 出た、 風が 荒い。 荒い が この 風、 五十鈴川で 劃ら 

れて、 宇治橋の 向う まで は 吹くまい が、 相の 山の 長 坂 



ど つ なまぬる 

を 下から 哄と吹 上げる …… これが 悪く 生温く つ て、 

灯の 前 じ や 砂が 黄色い。 月 は 雲の 底に 淀り している。 

かみ じゃま あお ひど 

神路 山の 樹は 蒼くても、 二見の 波 は 白かろう。 酷い 

いきおい 

勢 、 ぱっと 吹く ので、 たじたじ となる。 帽子が 飛ぶ 

から、 そのまま、 藤屋が 店へ 投 返した …… と脊 筋へ 孕 

んで、 坊さんが 忍ぶ ように 羽織の 袖が 飜々 する。 着換 

える の も 面倒で、 昼間の なりで、 神詣での 紋付 さ。 I 

I 袖 畳みに 懐中へ 捻 込んで、 何の 洒落に か、 手拭で 頰 

被リ をした もんです。 

ざま 

門附 になる 前兆 さ、 状 を 見や がれ ご と 片手 を 袖へ、 

一 一 の 腕 深く 突 込んだ。 片手で 狙うよう に 茶碗 を 圧え て、 



だるま さま 

た 顔の 達磨 様と、 女の 顔と を、 七分三分に 狙いながら、 

(この辺に 宗山ッ て 按摩 は 居る かい。) とこ こで 実は 

様子 を 聞く 気 さ。 押 懸けて 行こう たって ちっとも 勝手 

、、ゝ コ I *」 ヽ ゝ フ o 

力 知. W る レ カ^- 

(先生 様 かね、 いらっしゃります。) と 何と、 (的 等。) 

の 一 人に、 先生 を、 しかも、 様 づけに 呼ぶ だろう。 

(実は、 その 人の 何 を、 一 つ、 聞きた くって 来たんだ 

が、 誰が 行っても 頼まれて くれる だろう か。) と 尋ねる 

と、 大 熨斗 を 書いた 幕の 影から、 色の 蒼い、 鬢の 乱れ 

や ちゅうどしま ちかづき 

た、 痩せた 中年増が 顔 を 出して、 (知己の ない、 旅の 方 

のぞみ 

に はどう か 知らぬ、 お 望なら、 内から 案内して 上げ ま 



しょうか。) と言う。 

茶代 を 奮発んで、 頼む と 言った。 

(案内して 上げな はれ、 ゆい 旦那 や、 気を付けて、) と 

目 配 をす る、 …… と 雑作 はない、 その 塗った のが、 い 

また 

きなり、 欄干 を 跨いで 出る 奴 さ ご 

十四 

「両袖で 口 を 塞いで、 風の 中 を 俯向いて 行く。 …… そ 

の 女の 案内で、 つい 向う 路地 を 入る と、 どこも 吹附け 

るから、 戸 を 鎖した が、 怪しげな 行燈の 煽って 見える、 



ごたごたした 両側の 長屋の 中に、 溝板の 広い、 格子戸 

造りで、 この 一 軒 だけ 一 一階 屋。 

おん リ よう リ すまい 

軒に、 御手 軽 御 料理と したの が、 宗山 先生の 住居 だ つ 

た。 

(お客様。) と 云う 女の 送りで、 ずッと 入る。 直ぐ そこ 

の 長火鉢 を 取 巻いて、 三人ば かリ、 変な 女が、 立 膝 や 

ひま 

ら、 横 坐り やら、 猫板に 頰杖 やら、 料理の 方 は 隙ら し 

あがりかまち とッっ はしごだん 

い。 …… 上 框の 正面が、 取 着きの 狭い 階 子 段です。 

いきな リ ほおかむり 

(座敷 は 二階 かい、) と 突然 頰被を 取って 上ろうと す 

あか リ まっくら 

ると、 風 立つ ので 燈を 置かない。 真暗 だからち よつ 

と 待って、 と 色めいて ざ わつ き 出す。 とその 拍子に 風 



のな ぐれで、 奴等の 上の 釣 洋燈が ぱっと 消えた。 

なかじき リ ま あか リ 

そこへ、 中仕切の 障子が、 次の 室の 燈に ほのめいて、 

まんなか 

二 枚 見えた。 真中へ、 ぱっと 映った のが、 大 坊主の 額 

おおき 

の 出た、 唇の 大 い 影法師。 む、 宗 山め、 居るな、 と 思 

うと、 憎い 事に は .：：• 影法師の、 その 背中に 摑 まって、 

も きゃしゃ まげ 

坊主 を 揉んで るの が 華奢ら しい 島田鬍 で、 この 影 は、 

濃く 映った。 

火 燧々々 、 と 女 どもが 云う 内に、 

せきばらい おおき 

(え へん) と 咳 を 太く して、 大な 手で、 灰 吹 を 持 

きせる 

上げた のが 見えて、 離れて 煙管が 映る。 —— もう 一倍、 

その 時 図体が 拡がった の は、 袖 を 開いたら しい。 此奴、 



寝ん 寝 子の 広袖 を 着て いる。 

やっと 台 洋燈を 点けて、 

(お 待 遠でした、 さあ、) 

つて 二階へ。 吹 矢の 店から 送って 来た 女 はと、 中段 

から ちょっと 見る と、 両膝 をず しりと、 そこに 居た 奴 

うしろ うつむ 

の 背後へ 火鉢 を 離れて、 俯向いて 坐った。 

(あの 娘で 可い のかな、 他に も ござります よって。) 

と 六 畳の 表座敷で 低声で 言 うんだ。 —— はは あ、 商 

あらまし そいつ 

売 も 大略 分った、 と 思う と、 其奴が 

あつらえ 

(お 訛 は。) 

おおき 

と 大 な 声。 



(あっさりし たもので ちょっと 一 口。 そこで …… ) 

実は …… 御主人の 按摩さん の、 咽喉が 一 つ 聞きたい 

の だ、 と 話した。 

(咽喉？) …… と 其奴が ね、 異に 蔑 んだ 笑い 方 をした 

ものです。 

(先生 様の …… で ござります か、 早速そう 申し ましよ 

う。) 

てびき えもん づ くろ 

で、 地獄の 手曳 め、 急に 衣紋 繕い をして 下りる。 し 

ばらく して 上って 来た 年 紀の少 い 十六 七が、 …… こ 

はきだめ 

り やどう した、 よく 言う 口 だが 芥 溜に 水仙です、 鶴で 

とうちり めん 

す。 帯 も 襟 も 唐 縮緬 じゃある が、 もみじの ように 美し 



きん まきえ す こ 

見 ケ浦を 金 蒔絵した、 杯 台に 構えた の は 凄かろう。 

(まず 一 ッ上 つて、 こっちへ。) 

と 按摩の 方から、 この 杯の 指図 をす る。 その 工合が、 

謹んで 聞け、 といった、 頗る 権高な もの さ。 どかり と 

よ. つす 

そこへ 構え 込んだ。 その 容 子が 膝 も 腹 もずん ぐり して、 

どうなか の ど わき みけん 

胴中 ほど 咽喉が 太い。 耳の 傍から 眉間へ 掛けて、 小 蛇 

のように 筋が 畝く る。 眉が 薄く、 鼻が ひしゃげ て、 ソ 

レ その 唇の 厚い 事、 おまけに 頰 骨が ギシと 出て、 歯 を 

嚙 むと ガ チガチ と 鳴りそう。 左の 一 眼べ とりと 盲い、 

しろ まなこ かえ 

右が 白眼で、 ぐるりと 飜 つた、 しかも 一面、 念 入の 

くろ あばた 

黒 痘瘡 だ。 



うちし お よめな あさぎ 

打悄れ た、 残ん の 嫁菜 花の 薄 紫、 浅葱の ように 目に 淡 

ちりめん はたち 

い、 藤色 縮緬の 二 枚 着で、 姿の 寂しい、 二十ば かりの 

若い 芸者 を 流眙に 掛けつつ、 

もろ あんた 

「このお 座敷 は 貰うて 上げる から、 な あ 和 女、 もう 

ちゃつ と 内へ おおに や。 …… 島 家の、 あの 三重さん や 

な、 和 女、 お 三重さん、 お帰り！」 

き つ 

と： K と言う。 

「お前さんが おいで やで、 よう お客さんの 御機嫌 を 

取って くれる であろうと、 小 女ば かリ附 けて おいて、 

うち 

私が 勝手へ 立 違うて いる 中 や、 …… 勿体ない、 お 客た 

ちの、 お 年寄な が 気に入ら ぬか、 近頃 山 田から 来た 言 



さす めもと 

と 袖 を 擦って、 一生懸命、 うるんだ 目許 を 見得 もな 

く、 仰向けに なって 女中の 顔。 …… 色が 見る見る 柔 

さお L こわ 

いで、 突いて 立った 三味線の 棹 も 橈み そうにな つた、 

と 見る と、 二人の 客へ、 向 直った、 ふつく りと ある 綾 

むすびめ たもと おさ 

の 帯の 結 目で、 なお その 女中の 抉 を 圧え て。 …… 

十六 

お 三重 は、 そして、 更 めて ニ箇の 老人に 手 を 支いた。 

「芸者で お呼び 遊ばした、 と 思います と …… お 役に立 

きま ちょうし 

たず、 極り が 悪う ございまして、 お 姚子を 持ちます に 



「舞える かえ、 舞える のかえ ご 

と 女中 は 嬉しそうな 声 をして、 

「おお、 踊 や 言う で 明かん のじ や。 舞える のなら 立つ 

ておくれ。 このお 座敷、 遠慮 はんらん。 待ちな はれ、 

地が 要ろう。 これ 喜 野、 あすこの 広間へ 行って な、 内 

の 千が そう 言うた て、 誰でも 弾ける の を 借りて 来 や 

よご 

とぼん としていた 小 女の 喜 野が 立とうと する、 と、 

名告 つたお 千が、 打 傾いて、 優しく 口許 をち よいと 曲 

ず て 惊ハ 、" て、 

「待って、 待って、」 



の や 知らん が、 まずうても 大事ない、 大事ない、 それ • 

支度 は 入らぬ かいご 

「あい、」 

とわず かに 身 を 起す と、 紫の 襟を嚙 むように 

やつ おとがい 

ふつく りした のが、 あわれに 窶れた —— 頤 深く、 恥 

うちぶところ のぞ はだみ 

かしそう に、 内懐 を靦 いたが、 膚身に 着けた と 思わ 

えもん 

るる、 …… 胸 やや 白き 衣紋 を 透かして、 濃い 紫の 細い 

ふくさ ちりめん ひらり かえ さ つ 

包、 袱紗の 縮緬が 飜 然と 飜 ると、 燭台に 照って、 颯と 

輝く、 銀の 地の、 ああ、 白魚の 指に 重そう な、 一 本の 

舞扇。 

さら：：.' 

晃 然と あるの を 押 頂く よう、 前髪 を 掛けて、 扇 を そ 



の、 玉簪の ごとく 額に 当てた を、 そのまま 折目 高に き 

でしお しずか てら てら 

リ きりと、 月の出 汐の 波の 影、 静に 照々 と 開く とと も 

に、 顔 を 隠して、 反らした 指の み、 両方 親骨に ちらり 

と 白い。 

しおかげん ひと どよ ひ 

また 川口の 汐 加減、 隣の 広間の 人 動揺め きが 颯と 退 

こうぜん 

と 見れば 皎然 たる 銀の 地に、 黄金の 雲 を 散らして、 

こんじよ-つ 

紺青 の 月、 ただ 一 輪 を 描いた る、 扇の 影に 声 澄みて、 

もうす よう 

「 —— その 時 あま 人 申 様、 もし このた ま を 取得 

たらば、 この 御子 を 世 継の 御 位に なした まえと 

もうし しさい 

申し かば、 子細 あら じと 領承した もう、 さて 我 子 



かばん ま 

革飽 など は 次の 室へ …… それだけ 床の間に 差 置いた… 

うなじ 

…車の 上で も 頸に 掛けた 風呂敷 包 を、 重い ものの よ 

うに 両手で 柔 かに 取って、 膝の 上へ 据えながら、 お 千 

の 顔 を 除け て、 火鉢の 上へ 片手 を 裏表 かざしつつ、 

「ああ、 これ、 お 三重さん とか 言う の、 そのお 娘、 手 

を 上げられい。 さ、 手 を 上げて、」 

と言う。 …… お 三重 は 利 剣で 立とうと したの を、 

あ つ., こ，， こ 

慌 しく 捻 平に 留められ たので、 この 時まで、 差 開い 

う つむ 

た その 舞扇が、 唇の 花に 霞む まで、 俯向いた 顔 を ひた 

と 額に つけて、 片手 を 畳に 支いて いた。 こう 捻 平に 声 

懸けられて、 わずかに 顔 を 振 上げながら、 きりきりと 



一 まず 閉じる と、 その 扇 を 畳む に 連れて、 今まで、 濶 

まなこ ふさ 

と 瞳 を 張って 見据えて いた 眼 を、 次第に 塞いだ 弥次 

郎兵衛 は、 もの も 言わず、 火鉢の ふちに、 ぶるぶると 

なリ まきたばこ 

震う 指 を、 と 支えた 態の、 巻 莨から、 音 もしないで、 

ほろほろと 灰が， y ほれる。 

さぶ とん ひと ひざ 

捻 平 座蒲団 を 一 膝 出て、 

「いや、 更 めて、 熟と、 見せて もら おうじゃが、 まず 

こっちへ 寄らし やれ。 ええ、 今の 謡の、 気組みと、 そ 

力た 

の 形。 教え も 教えた、 さて、 習い も 習うた の。 

こうまで これ を教 うる もの は、 四国の 果 にも 他に は 

あるまい。 あらかた 人 は 分った が、 それとなく 音信 も 



しお いわ うつむ 

て、 汐の 干た 巌へ 上げて、 巌の裂 目へ 俯向けに 口 をつ 

けさして、 (こいし、 こいし。) と 呼ばせます。 若い 衆 

へ さ き さ ざ え 

は舳に 待って て、 声が 切れる と、 栄螺の 殻 をび しびし 

と 打 着けます の。 汐 風が 濡れて 吹く、 夏の 夜で も 寒い 

うち 

もの。 ：：•• 私の それ は、 師走から、 寒の 中で、 八 百 

やしま 

八 島 あると 言う、 どの 島 も 皆 白い。 霜 風が 凍りつ いた 

巌の角 は 針の ような、 あの、 その上で、 (こいし、 こい 

し。) つて、 唇の、 しびれる ばか リ泣 いている。 咽喉 は 

しお すそ 

裂け、 舌 は 凍って、 潮 を 浴びた 裙 から 冷え 通って、 正 

体が なくなる 処を、 貝殻で 引搔 かれて、 やっと 船で 正 

気が付く の は、 灯 もない、 何の 船 やら、 あの、 まあ、 



十九 

「泣いて ばかりい ますから、 気の 荒い お 船頭が、 こん 

なまこ ふとん 

な 泣 虫 を 買う ほどなら、 伊良子 崎の 海鼠 を 蒲団で、 

やしま い か 

弥 島の 烏賊 を 遊ぶ つて、 どの 船から も投 出される。 

また、 あの 巌に追 上げられて、 霜 風の 間々 に、 (こい 

し、 こいし。) と 泣く ので ござんす。 

手足 は 凍って 貝に なっても、 (こいし) と 泣く のが 本 

望な。 巌の裂 目 を 沖へ 通って、 海の 果 まで 響いて 欲し 

い。 もう 船 もお ね、 潮 も 来い。 …… そのままで 石に 



こなたし ゆう あま 

此方 衆の 見る 前で、 この 女 を、 海士 にして 慰もうと、 

月の 良い 晩でした。 

胴の 間で 着物 を 脱がして、 膚の 紐へ なわ を 付けて、 

さかさま 

倒 に 海の 深みへ 沈めます。 ずん ずんずんと 沈んで な、 

もう 奈落 かと 思う 時、 釣瓶の ように きりきりと、 身体 

を 車に 引上げて、 髪の I 卞も 切らせずに、 また 海へ 突 込 

みました。 

この 時な、 その 繫リ 船に、 長 崎 辺の 伯父が 一 人 乗 込 

んで いると 云うて、 お 小 遣の 無心に 来て、 泊 込んで お 

ぎょしゃ 

りました、 二見から 鳥 羽が よいの 馬車に、 馭者 をし ま 

しゃつ ず ぼ ん は 

す、 寒中、 襯衣 一枚に 袴 服 を 穿いた 若い 人が、 私の そ 



ん なにされ るの が、 あんま リ 可哀相な、 とそう 云うて、 

伊勢へ 帰って、 その 話 をし ましたので、 今、 あの 申し 

ました。 …… 

しん まち 

この間まで おりました、 古市の 新地の 姉さんが、 随 

分な お金 子 を 出して、 私 を 連れ出して くれ ましたの。 

つらあて 

それでな、 鳥 羽の 鬼へ も 面 当に、 芸を よく 覚えて、 

立派な 芸子に なれ ゃッ て、 姉さんが、 そう やって、 目 

ばち "や 

に 涙 を 一 杯た めて、 びしびし 撥で 打ちながら、 三味線 

を 教えて くれ るんで すが、 どうした 因果 か、 ちっとも 

覚えられません。 

人 さしと、 中指と、 ちょっとの 間 を、 一日に 三度ず 



つ、 一 週間 も 鳴らし ますから、 近所 隣 も 迷惑して、 御 

飯 もまず いと 言う のです え。 

また 月の 良い 晩でした。 ああ、 今の 御主人が、 親切 

な だけな お 辛い。 …… 何の、 身体の 切ない、 苦しいだ 

いのち 

け は、 生命が 絶えれば それで 済む。 いっそ また 鳥 羽へ 

行って、 あの 巌に摑 まって、 (こいし、 こいし、) と 泣 

こうか 知らぬ、 膚の 紐に なわつ けて、 海へ 入れられる 

が 気安い ような、 と 島 も 海 も 目に 見えて、 ふらふらと 

月の 中 を、 千鳥が、 冥土の 使いに 来て、 連れて行かれ 

さき 

そうに 思いました。 …… 格子 前へ 流しが 来ました。 

新 町の 月影に、 露の 垂 りそうな、 あの、 ちらちら 光 



る 撥音で、 

…… 博 多 帯し め、 筑前 絞り 1 - 

と、 何とも 言えぬ 好い 声で。 

やか ま ゆ 

(へい、 不調法、 ぉ暄 しゅう、) つて、 そのまま 行き 

そうにし たのです。 

みぶるい うま 

(ああ、 身 震が する ほど 上手い、 あやかる ように 拝ん 

さいせん 

で 来な、 それ、 お 賽銭 を あげる 気で。) 

たき じ ま めし はんてん 

と 滝 縞お 召の 半纏 着て、 灰に 袖の つく ほどに、 しん 

ひきだし 

みリ 聞いて やった 姉さんが、 長火鉢の 抽斗から お 宝 を 

出して、 キイと、 あの 襦 子が 鳴る、 帯へ 挿んだ 懐紙に 

ひね 

捻って、 私に 持たせな すった の を、 盆に 乗せて、 戸 を 



開ける と、 もう 一二 間 行きな さいます。 二人の 間に あ 

る 月 をな、 影で 繋いで、 ちゃつ と 行って、 

(是 喃。) と 呼んで、 出した 盆 を、 振 向いて お取りで し 

た。 私 や、 思わず その 手に 鎚 つて、 涙が ひとりでに 出 

ましたえ。 男で 居ながら、 こんなに も 上手な 方が ある 

もの を、 切め て その 指 一本で も、 私の 身体に ついたら 

ばと、 つい、 おろおろと 泣いた のです。 

ほおかむり 

頰被 をして いなす つた。 あの その、 私の 手 を 取つ 

たま ま —— 黙って、 少し 脇の 方へ 退いた 処で、 (何 を 泣 

く、) つて 優しい声で、 その 門附が 聞いて くれます。 も 

う 恥 も 何も 忘れて な、 その、 あの、 どうしても 三味線 



の 覚えられぬ 事 を 話しました。 」 

二十 

「よく 聞いて、 しばらく 熟と 顔 を 見て いなさい ました _ 

(芸事の 出来る ように、 神へ 願懸 をす ると 云って、 夜 

の 明けぬ 内、 外へ 出ろ。 鼓 ケ嶽の 裾に ある、 雑 樹林の 

中へ 来い。 三日と も 思う けれど、 主人に は、 七日と 頼 

んで。 すぐ、 今夜の 明 方から。 …… 分った か。 若い 女 

の 途中が 危ぃ、 この 入口まで 来て 待って やる、 化され 

ると 思うな、 夢で はない。 …… ) 



とお 言いの なり、 三味線 を 胸に 附着け て、 フィと 暗 

がりへ 附着いて、 黒 塀 を 去き なさい ます。 …… 

その 事 は 言わぬ けれど、 明 方の 三時から、 夜の 白む 

まで 垢離 取って、 願 懸けす ると 頼んだら、 姉さん は、 

喜んで、 承知して くれました。 

殺されたら 死ぬ 気で な、 —— 大恩の ある 御主人の、 

この 格子戸 も 見納め か、 と 思うよう で、 軒下へ 出て 振 

返って、 門を視 めて、 立って いると な。 

(おいで、) 

いきな リ うしろ 

と 云って、 突然、 背後から 手 を 取りな すった、 門附 

の そのお 方。 



かたき 

と は 敵の ような 中 だ 事 も、 いろいろ 入 組んで はおり 

ます けれど、 鼓 ケ嶽の 裾の 話 は、 誰に も 言うな、 と 口 

留め をされ ました。 何ん にも 話が なりません。 

五日 目に、 もう 可い から、 これ を 舞って 座敷 をせ い _ 

かたみ 

芸 なし、 と は 言うまい、 ッて、 お 記念な り、 しるしな 

りに、 この 舞扇 を 下さいました ご 

と 袖で 胸へ しっかと 抱いて、 ぶるぶると 肩 を 震わし 

た、 後 毛が はらり となる。 

ためいき うなず 

捻 平 溜息 をして 頷 き、 

「いや、 よく 分った。 教え方 も、 習い 方 も、 話されず 

とよく 分った。 時に、 山 田に 居て、 どうじ やな、 その 



舞 だけで は 勤まら なんだか ご 

うた みんな 

「はい、 はじめて 謡いました 時 は、 皆が、 わつ と 笑う 

おそろし こわ 

やら、 中には 恐 い 怖い と 云う 人 も ござんす。 なぜ 言 

うと、 五日ば かり、 あの 私が な、 天狗 様に 誘い出され 

た、 と 風説した ので ござんす から ご 

「は、 いかにも 師匠が 魔でなくて は、 その 立方 は 習わ 

れ ぬわ。 むむ、 で、 何 かの、 伊勢に も 謡うた う ものの、 

五 人 七 人 はあろう と 思う が、 その 連中に は 見せなん だ 

ゝ o 一 

力 」 

ものずき 

「ええ、 物 好に 試す つて、 呼んだ 方 も ありまし たが、 

地 をお 謡いな さる 方が、 何 じ ややら、 ちっとも、 もの 



二十 一 

さて、 餛飩屋 では 門附の 兄！^ が 語り 次ぐ。 

「いや、 それから、 いろいろ 勿体つ ける 所作が あって、 

やがて 大 坊主が 謡 出した。 

聞く と、 どうして、 思った より 出来て いる、 按摩 緘 

の芸 ではない。 …… 戸外 をどッ どと 吹く 風の 中へ、 こ 

ぶち ま まと 

の 声 を 打 撒け たら、 あの ピィ ピィ 笛ぐ らいに 纏まろう 

なかま こいつ 

という もんです。 成程、 随分 夥 間に は、 此奴に (的 等。) 

扱いに されよう というの が少 くない。 



なまこ 

の その 大きな 唇が 海鼠 を 干した ように 乾いて 来て、 舌 

こわ いき はず 

が 硬って 呼吸が 発奮む。 わな わなと 震える 手で、 畳 を 

つか ちょこ 

摑 むように、 うたいながら 猪口 を 拾おうと する 処、 も 

さき 

のの 本 を まだ 一 枚とう たわぬ 前、 ピシリ とそ こへ 高拍 

子 を 打 込んだ のが、 下腹へ 響いて、 ドン 底から 節が 抜 

けた ものら しい。 

いき まう つむ 

はっと 火の ような 呼吸 を 吐く、 トタンに 真 俯向けに 

突 伏す 時、 長々 と 舌 を 吐いて、 犬の ように 畳 を 嘗めた。 

(先生、 御 病気 か。) 

つ て 私 ぁ莞爾 したんだ。 

つん ま 

(是非 聞きたい、 平に どうか。 宗山、 この 上に 聾に 



なっても、 貴下の を 一番、 聞かずに は 死なれぬ。) 

と 拳 を 握って、 せいせい 言って る。 

(按摩さん。) 

と 私 は 呼んで、 

(尾 上 町の 藤屋 まで、 どのくらい 離れて いる。) 

(何んで、) 

と 聞く。 

(間によ つて は 声が 響く。 内証で 来たんだ。 …… 藤屋 

に は 私の 声が 聞かしたくない、 叔父が 一 人 寝て ござる 

けはい めざと 

んだ。 勇士 は 霜の 気勢 を 知る とさ —— たださえ 目敏い 

としより 

老人が、 この 風 だから 寝苦しが つて、 フト 起きて でも 



いると ならない、 祝儀 は 置いた。 帰る ぜ。) 

ト宗 山が、 凝と 塞いだ 目 を、 ぐるぐ ると 動かして、 

しばら 

(暫く、 今の 拍子 を 打ちな され …… 古市から 尾 上 町 

まで 声が 聞え ようか、 と 言いな される、 御大 言、 年の 

わか ひとたび 

ぉ少 さ。 まだ 一 度 も 声 は 聞かず、 顔 はもと より 見た 事 

もな けれども …… 当 流の 大師 匠、 恩 地 源三郎 どの 養子 

と 聞く …… 同じ 喜 多 八 氏の 外に は あるまい。 さようで 

ござろう、 恩 地、) 

と 私の 名 を ちゃんと 言う。 

ああ、 酔った、」 

と 杯 をば たりと 落した。 



「饒舌って 悪い 私の 名 じ やない。 叔父に 済まない。 二 

人と も、 誰に も 言うな。 …… 」 

おうよう 

と 鷹揚で、 按摩と 女房に 目 を あしらい。 

「私 は 羽織の 裾 を 払って、 

(違った ような、 当った よう だ、 が、 何しろ、 東京の 

的 等の 一 人 だ。 宗家の 宗、 本山の 山、 宗山 か。 若布の 

附焼 でも 土産に 持って、 東海道 を 這い 上れ。 恩 地の 台 

おとず 

所から 音信れ たら、 叔父に は 内証で、 居候の 腕白が、 

こ ま 

独楽 を 廻す 片手間に、 この 浦 船で も 教えて やろう。) 

とずつ と 立 つ。 



二十 二 

あばた しろ まなこ む 

「痘瘡の 中に 白眼 を剝 いて、 よたよ たと 立 上って、 

いきどお 

憒 つた 声ながら、 

(可 懐い わ、 若旦那、 盲人の 悲し さ 顔 は 見えぬ。 触ら 

ひとな 

せて 下され、 つかまらせて 下され、 一 撫で、 撫でさせ 

て 下され。) 

と言う。 

たま 

いや、 撫ら れて堪 ります か。 

摺 抜けよう とす るんだ がね、 六 畳の 狭い 座敷、 盲目 

うち 

でも 自分の 家 だ。 



はしごだん ふさ 

素早く、 階 子 段の 降 口 を 塞いで、 むず と、 大手 を拡 

げたろう。 …… 影が 天井へ 懸 つて、 |„ 儿満の 黒 坊主が、 

あせ あぶら 

汗膏 を 流して 撫 じょうと する。 

しっと しゅ うぢ やく 

いや、 その 嫉妬 執着の、 険な 不思議の 形相が、 今 

もって 忘れられない。 

(可 厭 だ、 可 厭 だ、 可 厭 だ。) と、 こっち は 夢中に 出よ 

うとす る、 よける、 留める、 行 違う で、 やわな、 かぐ 

ら 堂の 二階 中み しみし と 鳴る。 風 は 車 s 々と 当る。 ただ 

ま おそろ すご 

黒雲に 捲 かれた ようで、 可 恐し くな つた、 凄 さは 凄し。 

つ ひつく ぐ か 

衝と、 引 潜って、 ドンと 飛び 摺リ に、 ど ど どと 龃け 

下りる と、 ね。 



(袖 や、 止め ませい。) 

と宗 山が 二階で 喚いた。 皺 枯声が、 風で ぱっと 耳に 

当る と、 三 四 人 立 騒ぐ 女の 中から、 すっと 美しく 姿 を 

抜いて、 格子 を 開けた 門口で、 しっか リ摑 まる。 吹き 

も さつ あか つまから すが 

つけて 揉む 風で、 颯と 紅い 棲が 搦む ように、 私に 鎚っ 

たのが、 結 綿の、 その 娘です。 

背中 を 揉んで た、 薄茶 を 出した、 あの 影法師の 妾 だ 

ろう。 

すずし は り 

もの を 言う 清 い、 張の ある 目 を 上から 見込んで、 構 

う もの か、 行きが けだ。 

(可愛い 人 だな、 おい、 殺されても 死んでも、 人の 



玩弄物に されるな。) 

と 言 捨てに 突 放す。 

(あれ。) と 云う 声が うしろへ、 ぱっと 吹 飛ばされる 風 

に 向って、 砂塵の 中へ、 や、 躍 込む ようにして 一散に 

龃 けて 返った。 

後に 知った、 が、 妾 じ やない。 お 袖と 云う その 可愛 

いのは、 宗 山の 娘だった ね。 それ を 娘と 知っていたら、 

かたき 

いや、 その 時 だって 気が付いたら、 按摩が 親の 仇敵で 

も、 私 あ 退治 るん じ やな かったん だ ご 

うつむ 

と 不意にが ッ くりと 胸 を 折って 俯向く と、 按摩の 手 

すべ 

が、 肩 を 、にって、 ぬいと 越す。 …… その 袖の 陰で、 取 



また 来た。 …… 

ひとこと 

私が 言った ただ 一言、 (人のお もちやになる な。) と 

いのち 

言った を、 生命が けで 守って いる。 …… 可愛い 娘に 

逢った のが 一 生の 思 出 だ。 

どうなる もので もな いんだから、 早く 影 をく らまし 

たが、 四日 巿で 煩って、 女房さん ご 

と 呼びかけた。 

「お前さん じ やない けれど、 深切な 人が あった。 やつ 

と 足腰が 立った と 思いね え。 上方 筋 は 何でもない、 間 

違って 謡 を 聞いても、 お 百姓が、 (風呂が 沸いた) で 

たけ ぼら あずま 

竹 法螺 吹く も 同然 だが、 東へ 上って、 箱 根の 山の ど 



てつ ばらへ 手が 掛 ると、 もう、 な、 江戸の 鼓が 響く か 

ら、 どう 我慢が なる もの か！ うっかり 謡 をうたい そ 

いま ぎれ 

うで 危 くって ならない からね、 今 切 は 越せません。 こ 

おおいず みはら いなべ あげき 

れ から 大泉 原、 員弁、 阿下 岐を かけて、 大垣 街道。 岐 

ひだ ごえ ほっこく 

阜へ 出たら 飛驛 越で、 北国 筋へ も 廻ろう かしら、 と 富 

きのう 

田 近所 を 三日 稼いで、 桑 名へ 来たの が 昨日だった。 

その 今夜 はどう だ。 不思議な 人 を 二人 見て、 遣 切れ 

うち ながし からだ 

なくなつ てこの 家へ 飛込んだ。 が、 流の 笛が 身体に 

ささ 

刺る。 いつもより はなお 激しい。 そこへ また 影 を 見た- 

おそろ 

美しい 影 も 見れば、 可 恐し い 影 も 見た。 ここで 按摩が 

殺す 気だろう。 構う もんか、 勝手にし ろ、 似た もの を 



「相 変らず 未熟で ござる ご 

と 雪 叟が礼 を 返して、 そのまま 座 を 下へ おりん とし 

た。 

「平に、 それ は ご 

「いや、 蒲団の 上で は、 お 流儀に 失礼 じ や ご 

こ お、. おも か ザ 

「は、 その 娘の 舞が、 甥の 奴の 俤 ゆえに、 遠慮した、 

では 私 も、 」 

ひと は 

と 言った 時、 左右へ、 敷物 を 斉しく 刎ねた。 

「嫁 女、 嫁 女、」 

と 源 三郎、 二 声 呼んで、 

「お 三重さん か、 私 は 嫁と 思う ぞ。 喜 多 八の 叔父 源 三 



郎じ や、 更 めて 一 さし 舞え。」 

き つ 

一 一人の 名家が 屹と 居直る。 

瞳の 動かぬ 気高い 顔して、 恍惚と 見詰めながら、 よ 

ひきさが かいな なよ やか 

ろよ ろと 引退る、 と 黒髪う つる 藤 紫、 肩 も 腕 も 嬌娜な 

がら、 袖に 構えた 扇の 利 剣、 霜夜に 声 も凜々 と、 

「 …… 引上げた まえと 約束し、 一 つの 利 剣を抜 持って 

…… J 

あや つや 

肩に 綾な す 鼓の 手 影、 雲井の 胴に 光 さし、 艷が 添つ 

て、 名誉が 籠め た 心の 花に、 調の 緒の 色、 颯と 燃え、 

ャォ、 と 一 つ 声が 懸る。 

「あつ、」 



き つ 

とば かり、 屹と 見据えた —— 能 楽界の 鶴な りし を、 

おし しょうぎ 

雲隠れつ、 と惜 まれた —— 恩 地 喜 多 八、 餛飩屋 の 床几 

から、 衝と 片足 を 土間に 落して、 

「雪 叟が鼓 を 打つ！ 鼓 を 打つ！」 と 身 を 揉んだ、 胸 

を 切め て、 慌 しく 取って 蔽 うた、 手拭に、 かつと 血 

を 吐いた が、 かなぐり 棄 てると、 右手 を摑ん で、 按摩 

の 手 をし つかと 取った。 

「祟らば、 祟れ、 さあ、 按摩。 湊屋の 門まで 来い。 も 

う 一 度、 若旦那が 聞かして やろう ご 

と、 引立てて、 ずい と 出た。 

「(源 三郎) …… かくて 竜宮に 至りて 宮中 を 見れば、 



おき こうげ 

その 高さ 三十 丈の 玉 塔に、 かの 玉 を こめ 置、 香 花 

を 備え、 守護神 は 八 竜 並居たり、 その外 悪 魚 鰐の 

のが わが ふるさと 

口、 遁れ がた しゃ 我 命、 さすが 恩愛の 故郷の かた 

ぞ 恋しき、 あの 浪の あなたに ぞ …… 」 

みなぎ はリ もとゆい 

その 時、 漲る 心の 張に、 島 田の 元 結ふッ つと 切れ、 

肩に 崩る る 緑の黒髪。 水に 乱れて、 灯に 揺め き、 畳の 

もすそ ちリ とど まい ぷリ 

海 は 裳に 澄んで、 塵 も 留めぬ 舞 振 かな。 

「(源 三郎) …… 我 子 は 有らん、 父 大臣 もお わすら む 

…：- J 

と 声が 幽ん で、 源 三郎の 地謡う 節が、 フト 途絶えよ 

うとした 時であった。 



この 湊屋の 門口で、 爽 に 調子 を 合わした。 …… そ 

の 声、 白き 虹の ごとく、 衝と 来て、 お 三重の 姿に 射し 

た。 

よて 

「(喜 多 八) …… さる にても このままに 別れ 果なん 

かなし さよと、 涙ぐみて 立ちし が …… 」 

「や あ、 大事な 処、 倒れるな ご 

と 源三郎 すっと 座 を 立ち、 よろめく 三重の 背 を 支え 

た、 老の 腕に 女浪の 袖、 この 後見の 大 磐石に、 みるの 

さ つ かざ 

緑の黒髪 かけて、 颯と 翳す や 舞扇 は、 銀地に、 その、 

ともしび しら 

雲 も 恋人の 影 も 立 添う、 光 を 放って、 灯 を 白めて 舞 

うので ある。 



舞い も 舞うた、 謡い も 謡う。 はた 雪叟が 自得の 秘曲 

に、 桑 名の 海 も、 トトと 大鼓の 拍子 を 添え、 川浪 近く 

ひびき みぎわ たどさん 

タタと 鳴って、 太鼓の 響に 汀 を 打てば、 多 度 山の 霜 

たけ 力む リ 

の 頂、 月の 御在所 ケ嶽の 影、 鎌 ケ嶽、 冠 ケ嶽も 冠 着て、 

客 座に 並ぶ 気勢 あり。 

さよ い おおぞら 

小夜 更けぬ。 町 凍てぬ。 どこと しもな く 虚空に 笛の 

聞え た 時、 恩 地 喜 多 八 はた だ 一 人、 湊屋の 軒の 蔭に、 

あお ひさし 

姿 蒼く、 影 を 濃く 立 つ て 謡う と、 月が 棟 高く 廂 を 照ら 

かれ おもて 

して、 渠の 面に、 扇の ような 光 を 投げた。 舞の 扇と、 

うら 表に、 そこで ぴたりと 合う ので ある。 

「(喜 多 八) …… また 思 切って 手 を 合せ、 南無 や 



志 渡 寺の 観音 薩埵の 力 を あわせて たびた まえと て、 

大悲の 利 剣 を 額に あて、 竜宮に 飛び 入れば、 左右 

へ はっと ぞ 退いたり ける、」 

と 謡い 澄ましつつ、 

「背 を 貸せ、 宗山ご と言うと ともに、 恩 地 喜 多 八は疲 

さま さつ き うず く 

れた 状して、 先刻から その 裾に、 大きく 何やら 踞 まつ 

た、 形の ない、 ものの 影 を、 腰掛く るよう、 取って 引 敷 

くが ごとくに した。 

かけあん どん 

路 一筋 白く して、 掛行燈 の 更けた かなた こなた、 杖 

を 支いた 按摩 も 交って、 ちらちらと 人立ちす る。 

明治 四十 三 (一九 一 〇) 年 一月 
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